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伽wnityof珈如如

ー大学農場フィールドを活用した産学連携研究事業の展開ー

＜農業分野への先端技術展開＞牒業分野においても、 ゲノム編集技術やICT、 植物工場などの先

端技術尊入が進められています。 こういった先端技術の現場実証試験には、 試験圃場等における

管理運営のマネジメントが必要となります。 そもそも大学腹場は作物生産など圃場管理運営のノ

ウハウを持っており、 大学内において開発されたさまざまな股業系技術シー ズを実用規模で試験

するフィ ールドとして活用することが可能です。

＜特別共同研究事業＞筑波大学では、 民間企業との特別共同研究事業や独立行政法人との研究ユ

ニットを設置して、 産官学共同研究を行える様々な分野のイノベーション拠点を構築する事業を

展開しています。 これらの事業の中核にある特別共同研究事業とは、 企業等からの資金を原資に

研究者を雇用して学内の関連研究者と共に研究グルー プを構築し、 双方が対等の立場で共通の課

題について共同研究を実施するものであり、 大学の研究成果をシー ズとして、 その技術の社会実

装を企業側と連携して行うことを目的としています。

く（株）トー ヨ ー エネルギー ファ ームとの特別共同研究事業＞筑波大学牒林技術センタ ーでは、 先

端育種技術によって開発された品種の評価とその実用化試験ならびに生産システム開発を行うプ

ロジェクトを、 （株）トー ヨ ー エネルギーファ ームと提携して特別共同研究事業として進めていま

す。 ここではトマトなどを対象として、 当大学生命環境系疏菜花井研究グループにおいて開発さ

れた長期日持ち性や各種機能性をもつ品種ならびに、 連携している種苗会社から提供される品種

に関する圃場における生産適用性試験を実施し、（株）トー ヨ ーエネルギーファ ームの農業事業に展

開することを目指しています。
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くシーズ開発＞

く新規機能品種群：日持
ち性、単為結果性、耐暑
性etc.•·>

大学内工学系ラポと

の農業用ロボット共同
開発

開発品種の評価
（生産適応性・品賣安定性・市場性評）

株）トーヨーエネルギーファーム
く農業事業への実装＞

簡便に高品貫作物生産
農集法人による強い経営体
の青成

高品質作物の生産性最
大化（迅速、洗練）とブラ
ンド化ならびに開発技術
の生産法人への展開

農婁生産法人へ提供可能な生産システム開発
（省カ・低コスト親培技術）

筑波大学農林技術センターを研究フィールドとして学内外
関運研究グループが集結した共同開発体制の構築

筑波大学股林技術センタ ー
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